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Ⅴ．特記事項 

1．史学・文化財学科の研究会活動 

 別府大学文学部史学・文化財学科は、史学科創設以来、考古学を中心に、地域の文化

財の保護等にあたる学芸員を多数輩出している。これは、○○研究室、○○研究会等と

いう名前を持つ学生の研究会活動が学生の能力を開花、成長させる源となっているもの

と考えられる。この研究室・研究会は、本来は、各教員の研究室の授業外の活動として

学生の自主ゼミという性格であったが、現在は、史学研究会（大学の学生を中心とする

学会）の学生部会として位置づけられ、史学研究会の大会（6 月～7 月実施）と毎年秋

には学生部会の発表会を行っている。 

現在、史学・文化財学科には、14 の研究室・研究会があり、特に学芸員を目指す学生

たちは、1 年次から自ら博物館や考古学の発掘現場の手伝い、地域に入っての民俗調査、

古文書や記録の講読、その成果の研究発表を通じて、現場の社会人や専門家と交わるこ

とで、大学の机上の学問では得られない知識や人間力を身につけている。 

2．食物栄養学科の「食育」への取組 

食物栄養科学部食物栄養学科では、県や市町村と

協力し、減塩や食物アレルギー対策のレシピ考案や

その普及活動を行っている。栄養教諭の養成機関で

もある本学科は、中でも食育に力を入れて取組んで

いる。学科学生で食育活動チームを組織し、各市町

村のイベントや幼稚園・小学校などに出向いて減塩

などの食育普及啓発活動を行っている。チームは子

供の興味を引くようヒーロー「ゲンエンジャ―」を演じたり、クイズを出したりしなが

ら食事の大切さを伝えている。 

また、大分県東部保健所と協力し、「学生食育推進ボランティア（Food Education 

Supporter）」（食生活が乱れがちな大学生に食育について学んでもらい、学生同士で食

生活を見直してもらおうと東部保健所が平成 25（2013）年に結成したボランティアで、

修了者には保健所から認定書が発行される）の養成にも取り組んでいる。平成 30（2018）

年度は、大学や保育所、地域での食育活動を行っている。 

3．国際経営学科「地域創生プロジェクト」 

 学部から送り出す学生の社会人としての質を高めるには、学生の人間力向上が必要と

の観点から、平成 30（2018）年度から新カリキュラムとして「地域創生プロジェクト」

を導入した。授業の目的は①地域に顕在する課題を自らの力で見出して、その解決策を

探る経験を積む、②活動を通じて地域の社会的、経済的現状を把握する、③現地調査な

ど通常の授業では実施困難な手法を実践することで自主性、協調性、社会性などを身に

付ける―ことである。 

 平成 30（2018）年度後期の授業では、学生たちが自ら「商店街の活性化」、「地元遊

園地の課題と活用策」、「県外出身者の視点から地域を考える」、「方言から大分の特性を

考える」などのテーマを策定し、計画作成、現地調査、成果発表を実践した。平成 31

（2019）年度前期は「別府の隠れた魅力やお宝を発見し、紹介する」との共通テーマを

もとに、グループごとで課題を探し、現地調査の計画を作成中である。 


